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の外来 3種のタナゴ類が生息している c 本研究では、在来タナゴ類の保全に貢献することを目標として、タ
ナゴ類群集の時空間変動に影響する生物的、非生物的要因の相対的な重要性を評価した。
まず、霞ヶ浦周辺 126地点における捕獲調査の結果、外来穫であるタイリクバラタナゴが多くの地点で優
占する一方で、在来種が7割以上を占める場所もあったD 在来種とタイリクバラタナゴの採捕数の間には正
の相関がみられた。一方、高い電気伝導度や水路のコンクリート化といった非生物的要因の悪化は在来種に
負の影響を与えていたのに対して、タイリクバラタナゴには正の影響を与えていた。
次いで、富栄養化の結果生じる低溶存酸素に焦点をあてて捕獲調査と水槽実験、標識放流調査を行った。
タイリクバラタナゴは、低溶存酸素環境での捕獲数が多く、水槽実験でも低溶存酸素耐性が最も強かった。
放流後の移動においても、タイリクバラタナゴは在来種のアカヒレタピラやタナゴよりも移動距離が短く、
溶存酸素濃度の低い場所へ移動する傾向があった。これらの結果は、タイリクパラタナゴが霞ヶ浦で優占す
るようになった背景として環境悪化への強い耐性が関わっている可能性を示唆した。
さらに、タナゴ類が恒常的に生息する 22地点における 6年間の採捕数を時空間変動を考慮して解析する
ことにより、個体数変動と種構成の決定プロセスを推定した。個体数変動においては、個体数の多い 2種に
おいて種内で空間的な向調性を示し、さらにタイリクパラタナゴとアカヒレタピラおよびタナゴの間では種
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間同調性も確認された。一方で、同所的に生息する小型魚類であるモツゴ・タモロコとタナゴ類の聞には種
間向調性が見られなかった。この結果から、タナゴ類の個体数変動には、小型魚類に共通する外来魚による
捕食圧ではなく気候要因のような広域スケールで変動する要因が重要であることや、外来種のタイリクバラ
タナゴと在来種の種間競争は強くないことが示唆された。また、種構成については、調査地点間の距離と類
似性の間に明瞭な関係は見られず、時間的変動よりも空間的変異の方が大きかった。つまり、場所ごとの種
構成の違いは、低溶存酸素やコンクリート化のような局所環境の影響を強く受けていることが示唆された。
以上の結果から、霞ヶ浦の在来タナゴ類の減少には、外来種よりも富栄養化などの生息環境の悪化がより
大きな影響を及ぼしていることが明らかとなった。個体数の年変動は大きいものの、現在の分散経路を維持
するとともに在来種にとって不適な環境を改善することで、在来種が多い場所からの再定着を促進できると
考えられた。
審査の結果の要旨
淡水魚は、分布域が限られていることが多いこともあって世界的に絶滅危倶種が多い分類群である。 淡水
は人類にとっても貴重な資源であるため、多くの淡水域において水質汚染や外来穫の持ち込み等の人為的影
響が強く作用している。保全の取り組みも各地で行われているが、複数の要因が個体数減少をもたらしてい
ることが多く、研究者もしばしばそれらを列挙するにとどまり、有効な保全対策が見いだせない事例も少な
くな "¥0 霞ヶ浦は国内で2番目に大きな湖であり、かつては汽水湖であったことや利根川とつながっている
こと、複雑な湖岸線を持つことなどから、淡水魚のホットスポットの一つである。一方で、オオクチパスや
アメリカナマズなどの外来種が次々と持ち込まれて魚類相が大きく変動してきたことが知られている。本学
位論文の著者は、この霞ヶ浦において複数種が共存するタナゴ類に着目し、その生息状況に及ぼす外来種や
種間競争といった生物的要因と水質や水路の構造といった非生物的要因の相対的重要性を長期の野外調査と
巧みな室内実験、高度な統計解析技術によって評価し、霞ヶ浦全体という空間スケールで見ても局所環境の
非生物的要因が在来種の減少をもたらしていることを明らかにした。これらの成果は、タナゴ類のみならず
淡水魚の保全に貢献するものであり、生物多様性の保全分野における優れた業績として高く評価できる。
平成 23年 10月7目、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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